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今晩は／こんにちは。私が所属しております組織、ソロプチミストについて皆様にお話するようにお招きいただき、ありがとうございます。ソロプチミストは事業および専門職に従事する女性たちの国際組織であり、女性と女児の生活を向上させるために活動しております。

ソロプチミストは、女性と女児が自分自身や家族のため、また、地域社会や世界中で、人生を好転させるための手段を提供することによって、女性と女児を助けています。世界中の120カ国以上の国々で、約10万人のソロプチミスト会員が、毎日、女性と女児が夢を生きることができるようになるのを助けています。
時々、私たちが受ける質問の中には、「どうして女性と女児だけなのですか？　世界にはいろいろな問題があって、男性も男児も苦しんでいるのに」というものがあります。それに対して、私たちこう言います。「もちろん、世界には苦しみがたくさんあります」
でも、現実は、苦しみが起こっている時、それがどこで起こっていても、女性と女児がその矢面に立っていることのほうが多いのです。次の統計値を見てください。
· 世界中で、一日の生活費が1ドル以下という赤貧の中で暮らしている14億人の人々のうち、70パーセントが女性であり､女性は普通、男性が稼ぐことのできるお金の半分しか稼ぐことができません。

· 世界中で6,500万人の女児が学校に行くことができず､それによって、極貧の生活をし、出産の時に死亡したり、エイズで死亡したりする危険が増していきます。また、それらの危険は、彼女たちの子供たちにも受け継がれていきます。

· 3人のうち1人の女性が、その人生で､暴力を受けたり、セックスを強要されたり、その他の形で虐待を受けています。

· 最近の報告書によれば､性的隷属の目的で毎年国境を越えて人身売買されている60万から80万人の人々のうち80パーセントが女性だということです。別な情報源の推測によれば、この数値は何百万にのぼるとも言われています。
現在ユニフェム（国連女性開発基金）のスポークスウーマンを務めている女優のニコール・キドマンさんの次の言葉は、私たちの気持ちをとても良く言い表わしています。「女性を助けるなら､子供も男性も助けることになるのです。家族も助けることになります。なぜなら､女性こそが､家族の活力の根源だからです」

これらの統計値はぞっとするようなものですし､圧倒されそうな気分にもなります。いったい私たちはどこから始めたらいいのでしょう。どうやって真に変化をもたらすことができるのでしょうか。

米国の大統領候補だったことのあるアドレー・スティーブンソンは、中国の諺を使って、大統領夫人エレノア・ルーズベルトの人生哲学を説明したことがありました。ルーズベルト夫人は、「暗闇を呪うよりも、蝋燭に火を灯したほうがいい」と信じていたと、スティーブンソン氏は言いました。
ソロプチミストも、この人生哲学に賛成です。私たちは世界の現状を見て、私たちは、個人的支援や私たちのプログラムを通して、女性と女児に助けの手を差し伸べて、援助するのが最高の方法だと確信しています。
私たちの主要なプログラム「女性に機会を与える賞」は、1972年以来、女性たちが人生を好転させるのを助けてきました。このプログラムは、家族を養う責任を負っている女性で、就職または再就職しなければならない女性に現金の賞金を贈ります。「女性に機会を与える賞」は、女性たちが新しい技能を身につけたり、新たに教育を受けたりして、自立するのを助けています。「女性に機会を与える賞」の受賞者の多くは、身体的、性的、感情的虐待の被害者であり、全ての受賞者は、気をくじかれるほどの困難を克服してきた女性たちです。
グァダルーペさんはそのような女性の一人です。彼女はより良い人生のチャンスと新しい生活を求めて、メキシコから米国に移民してきた若い女性でした。お金を稼ぐために一生懸命働き、新しい国の言葉を勉強しました。そして英語の授業で、ある男性と出会い、恋に落ちて、間もなく結婚しました。けれども、二人の子供を産んだ後、グァダルーペさんは暴力に満ちた結婚生活の中にいて、そこから逃れられない状態にいる自分に気がつきました。彼女は途方にくれ、自分自身の親戚のいない外国で一人ぼっちだと感じました。
グァダルーペさんは当時のことを思い出して、次のように語りました。「夫に自分の生活を完全にコントロールされてしまうという状態を想像してみてください。夫があなたを罵り、あなたのやることなすこと全てに文句を言い、時には暴力を振るうという状態を。夫が鋏を取り出してきて髪の毛を切られてしまうことさえあり、自分の髪の毛さえも自分のものではなくなるのです。こんな状態では、人生で夢見ていたことは瞬く間に崩れ去っていきます。まるで窓もドアもない暗い部屋の中に閉じ込められているように感じられます」

しばらくして、グァダルーペさんは、地元のソロプチミスト・クラブが支援していたドメスティック・バイオレンス・シェルターの助けから力を得て、暴力的な結婚生活を去ることができました。主として「女性に機会を与える賞」からの援助に助けられて、学士号を取得しました。現在ではグァダルーペさんは犯罪学の博士号を取得しており、今も虐待された女性たちのための献身的活動家です。
グァダルーペさんは、「私はソロプチミストに大変感謝しています。私が新しい生活を始めるのを最初から助けてくれたからです」と語っています。

毎年、このプログラムは世界中の1,000人以上の女性に約百万ドルの賞金を授与しています。受賞者はこの賞金を、教育を受けている期間の間にかかるどんな出費の支払いにでも使うことができます。例えば、教科書、通学のための車関係の出費など、また保育費、家賃などでもかまいません。
金銭的援助に加えて、このプログラムは女性たちに誇りと達成感を与えています。グァダルーペさんや、彼女と同じような他の何千人もの女性たちが夢の実現に向けて努力しながら困難な状況を超えていけたのは、力づけてもらえたという感覚でした。
最初にご紹介した統計値では、3人のうち1人の女性が人生のいつかの時点でドメスティック・バイオレンスを経験するということです。世界中で、15歳から44歳までの女性の間では、がん、マラリア、交通事故で死亡するよりも多くの女性が異性からの暴力で死亡しています。
ソロプチミストは1994年以来、ドメスティック・バイオレンスの防止と撲滅を、私たちの組織の最優先事項としてきました。私たちの「ドメスティック・バイオレンス終結に向けての職場キャンペーン」は、多発しているドメスティック・バイオレンスという、あまり語られることのない分野に焦点を当てています。多くのドメスティック・バイオレンスの被害者は仕事を持っており、職場は家庭での暴力から逃れられる安全な場所だと感じているかもしれませんが、虐待は女性を職場まで追いかけてくることがありえます。そして、その女性だけでなく、職場の同僚の安全をも脅かし、職場の仕事状況にも悪影響を与えます。

ソロプチミストの会員は、職場でホットライン・カードを配布することによって、これらの女性たちを助けようとしています。このカードは、会社の女子用トイレに置いておいたり、給料明細書の封筒に入れたりしています。毎年、何万枚ものドメスティック・バイオレンス・ホットライン・カードが世界中の職場で配布されます。ソロプチミストはさらに、事業所が、その職員の安全を確かなものとすることができるように、職場におけるドメスティック・バイオレンスに関する規定を定めるように奨励しています。
私たちはまた、「女性と女児のための災害救援基金」を通して、継続する変化をもたらしています。一般的に言って、災害が発生する前から女性と女児は男性や男児よりも劣った立場に置かれています。女性と女児はより傷つきやすく、安全と健康のための特別なニーズがあり、災害の後の再建の過程でよく取り残されてしまうことがあります。私たちの「災害救援基金」は災害の後に女性と女児が必要なものを得られるように助けます。例えば、ドメスティック・バイオレンス・シェルターの再建や、女性が収入源を作り出す地元プロジェクトに資金を提供することなどです。現在、ソロプチミストでは「女性のための政策研究所」と協力して、「ハリケーン・カトリーナ」が女性に与えた影響について調査しています。この調査によって、将来の災害において、女性のニーズに対処できるように計画し、準備しておくための指針を提供することができます。

もう一つのプログラムに、「女性と女児のためのソロプチミスト・クラブ助成金」があります。これは、地元のクラブ・プロジェクトに資金を提供するプログラムです。毎年、女性と女児に恩恵を与える画期的な地元のプロジェクトのためにソロプチミスト・クラブに助成金が提供されます。プロジェクトの例としては、過渡期にある女性たちのために技能養成クラスの提供、ドメスティック・バイオレンス・シェルターの開設、性的隷属の廃止に向けての活動、十代の女児のための自尊心養成ワークショップの提供などです。これらのプロジェクトのお陰で、世界中の地域社会が改善されています。（もしもあなたの地元のクラブがこのプログラムから助成金を受け取ったことがあれば、それについてここで簡単に説明してください。）
私たちの地域社会で私たちが行なっている活動は････（地元のクラブのプロジェクトや、女性か女児を助けるプロジェクト、または地元で行なっているSIAかSIのプロジェクトについての説明をここに加えてください） 

先ほど、世界の諸問題を見て、状況を改善するためには私たちの力が十分でないように感じてしまうというと申しましたが、私たちは、その無力さの感覚を、希望と達成感に置き換えるために活動しています。そして、それと同じことをしている他の人々を表彰することも、私たちが重要と考えていることです。私たちの「ヴァイオレット・リチャードソン賞」は、地域社会でボランティアの立場で指導的資質を発揮した少女を称える賞です。最近の受賞者タラ・サイードさんは素晴らしい少女です。彼女は、オンタリオ州北西部で初めての高校人権委員会を、そしてこの地域の多文化青少年協議会を創設しました。更に、タラさんは、「レヴォルーション・ガール・スタイル（少女スタイルの革命）」というグループを創設しました。これは、若い女性に力をつけさせ、若い女性が性別に関連した問題に対処し、社会で成功し、社会に貢献できるメンバーになるのを助けるためのものです。このプログラムは、その成功により、オンタリオ州北西部中に広がりました。

タラさんは次のように語りました。「親切で、他人の気持ちを気遣うことができ、思いやりがあること以上に大切なことは、人生にありません。このことはそれ自体で、一人ひとりの人間が自分自身の務めとして認識すべきものです。ボランティア活動のおかげで、私はそのような人間になりましたし、自分がどこへ行こうとも、そのことは心にとめています」

私たちのもう一つの表彰プログラムは、「女性のために変化をもたらす賞」です。この賞は、自分の個人的な活動や職業上の活動を通じて、他の女性や女児の生活向上に努めている女性を称えるものです。

最近の受賞者、堀琴美さんは、このソロプチミスト・プログラムを通して表彰される女性として代表的な女性です。彼女は、ドメスティック・バイオレンスの問題を日本の社会で前面に押し出すことにおいて、大きな躍進を遂げました。日本では10年ちょっと前までは、この問題は家族の私的な問題と見なされ、ほとんど口にされることはありませんでした。
堀さんは、日本でも女性は家庭内で虐待を受けていると知っていましたから、これらの女性たちが安心して行くことのできるシェルターを設立する決心をしました。堀さんは2年間かけてその分野の調査・研究をしました。その間、堀さんが所属する女性組織は、ドメスティック・バイオレンスについての国際シンポジウムを開催しました。日本ではこの種のシンポジウムは初めてでした。 

 堀さんは次のように述べました。「1997年の春、私の夢は実現し、虐待を受けた女性たちに私たちのシェルターのドアを開きました。北海道では初めてのDVシェルターで、全国では7番目でした。初日でさえ、緊急の危機を伝える電話があり、私たちは虐待されている女性が暴力的な夫から逃れるのを助けました。その時からずっと、シェルターが空になったことはありません」

また、数人の外国の弁護士の援助を得て、堀さんとそのグループは、日本で初めてDVから女性を守る法律の施行に手を貸し、もう一つの夢をかなえました。
堀さんは更に次のように語りました。「シェルターで出会った一人ひとりの女性を忘れることはないでしょう。暴力から逃れるためにやってくる女性は本当に勇気があります。なぜなら、恐ろしい危険を人生の新しいチャンスに変えたからです。それらの女性は、生涯を乗り越えるたびに、自分自身の目の中に自信と強さを得ます。彼女たちが大きく翼を広げた白鳥のようにシェルターを飛び立つときには、世界中で最も力強く美しいものに思えます」
自活を助けること。力付けること。変化をもたらすこと。夢を生きること。こういった言葉が、ソロプチミストの使命を反映しています。私たちの組織の名称は、「女性にとって最良のもの」という意味です。そして、それが私たちの目標です。最良のものを発揮している女性としての私たちが、他の女性が最良となることができるように助けることです。 

他の人々が困難や絶望や落胆を見るところに、私たちは光を見出します。一人の女性がもう一人の女性をより良い人生を送れるようになるのを助けるときはいつでも、私たちはろうそくの光を灯すことになるのです。 

今日／今晩は、ソロプチミストについて皆様にお話しするためにお招きいただきましたので、私たちが、女性と女児が自分たちの夢を生きるのを助けている方法についていくつかご紹介さいていただきました。どうもありがとうございました。 
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